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福岡県感染症発生動向調査感染症週報 
令和７年第２２週（令和７年５月２６日～令和７年６月１日） 

 

■ コメント 
・第 22 週は、オウム病の報告が 1件ありました。本疾患は、インコ、オウム、ハト等の糞に含ま
れる菌の吸入や、エサの口移し等により感染します。鳥との過度な接触を避け、接触後はその都
度手洗いをしましょう。また、ケージ内の清掃や糞を処理する際はマスクを着用しましょう。 

・福岡県感染症情報ホームページ(https://www.fihes.pref.fukuoka.jp/~idsc_fukuoka/)では、
感染症発生情報、病原体検出情報などをご覧になれます。 

■ 全数把握疾患報告 

病名 
福岡県 全国（前週） 

報告数 累積報告数 報告数 累積報告数 

結核 20 287 208 5,137 

腸管出血性大腸菌感染症 6 52 46 587 

Ａ型肝炎 1 6 0 59 

オウム病 1 1 0 4 

レジオネラ症 4 20 40 687 

アメーバ赤痢 1 10 12 190 

カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症 2 38 9 600 

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 2 37 25 663 

後天性免疫不全症候群 1 16 14 313 

侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 15 13 338 

侵襲性髄膜炎菌感染症 1 2 5 38 

梅毒 11 324 224 5,392 

百日咳 98 1,251 2,660 22,351 

■ 定点把握疾患報告数 

病名 
福岡県 全国(前週) 

報告数 定点当たり 前週比 報告数 定点当たり 

新型コロナウイルス感染症 83 0.68 1.15 3,229 0.84 

インフルエンザ 93 0.76 0.77 2,035 0.53 

急性呼吸器感染症 6,072 49.77 1.04 220,611 57.29 

ＲＳウイルス感染症 12 0.17 0.55 746 0.32 

咽頭結膜熱 85 1.21 1.47 1,343 0.57 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 285 4.07 0.96 6,700 2.84 

感染性胃腸炎 613 8.76 0.90 16,422 6.96 

水痘 30 0.43 1.07 1,397 0.59 

手足口病 21 0.30 1.24 421 0.18 

伝染性紅斑（警報レベル） 156 2.23 0.86 4,656 1.97 

突発性発しん 35 0.50 0.78 934 0.40 

ヘルパンギーナ 67 0.96 4.47 197 0.08 

流行性耳下腺炎 11 0.16 1.57 215 0.09 

急性出血性結膜炎 1 0.04 - 36 0.05 

流行性角結膜炎 5 0.19 0.83 550 0.79 

細菌性髄膜炎 0 0.00 0.00 8 0.02 

無菌性髄膜炎 0 0.00 - 14 0.03 

マイコプラズマ肺炎 6 0.40 3.00 181 0.38 

クラミジア肺炎 0 0.00 - 3 0.01 

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 5 0.33 0.36 90 0.19 
（※）令和 7年第 15 週からの定点医療機関の減少等に伴い、従前の警報及び注意報の基準値を直ちに当てはめるこ

とはできません。そのため、国が警報及び注意報の取扱いを検討することとしています。取扱いが示されるまで

の間、本県では従前の基準値で運用することとします。 
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